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神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

 

【報告会】神戸市灘区民調査からみた公共的な学習・交流施設の地域社会における役割 

 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科（担当：津田英二）は、神戸市の後援のもと「公共的な学習施

設とウェルビーイングに関する神戸市灘区民調査」を実施し、796 名の回答を分析しました。 

分析の結果、公共施設の利用、社会的信頼、幸福感、主観的孤立感、共生に関する意識の間には、一

定の関連が確認されました。また、「のびやかスペースあーち」については、利用者だけでなく、その

存在を認知している非利用者にも、地域社会との関わりを示す指標との関連がみられました。 

 これらの結果は、公共的な学習・交流施設を、単なる「利用人数」や「稼働率」だけではなく、地域

住民のウェルビーイングや社会的関係との関連から捉える必要性を示しています。 

つきましては、本調査の概要とともに「のびやかスペースあーち」の実績をお伝えする「報告会」を

2026 年 11 月 28 日（土）10 時 30 分～12時に開催いたします。報道関係者様ならびに行政関係者の皆様

におかれましては、ぜひご取材・ご出席賜りますようご案内申し上げます。 

 

【本調査報告のハイライト】 

1. 公共的学習施設の利用と社会的信頼・幸福感との関連 

健康状態や経済力を一定にコントロールしてもなお、「のびやかスペースあーち」や「灘図書館」を

定期的に利用することと、社会的信頼（周囲の人々や社会を信頼できるという感覚）との間に有意な正

の関連があることがわかりました。また、多変量解析の結果、社会的信頼と主観的幸福感との間には有

意な正の関連が認められました。したがって、公共的学習施設の利用が社会的信頼と関連し、社会的信

頼がウェルビーイングと関連するという結果は、公共的学習施設とウェルビーイングとの間に社会的信

頼が関係する可能性を示唆しています。 

また、「あーち」の利用目的では、「自分自身の楽しみ」「交流」「気晴らし」などの自分本位の利用

が、幸福感、孤立感、社会的信頼など複数の指標と関連していることがわかりました。 

 

2. 経済状況の異なる家庭による「あーち」の利用 

子育て世帯（N=361）の分析では、家計にゆとりがないと回答した層の 73.5％が「あーち」を利用し

ており、経済的に比較的余裕がある層の 80.1％との差は 6.6 ポイントでした。「あーち」の利用につい

て経済的条件は障壁になっておらず、家庭の経済状況にかかわらず利用しやすい公共的な遊び場・居場

所として機能していることがわかりました。さらに、経済的不安層において、「あーち」利用者は未利

用者に比べて主観的孤立感が有意に低く、公共的な居場所が経済的困難を抱える家庭の社会的孤立と関

連する可能性が示されました。 



 

3. 障害のある子どもを育てる家庭による「あーち」の利用 

障害のある子ども、または発達上の気がかりのある子どもを育てる保護者 49 名を対象とした分析で

は、一般の子育て世帯と比較して、主観的孤立感が高い傾向がみられました。この層について「あー

ち」利用者と非利用者を比較すると、利用者では主観的孤立感と社会的信頼がいずれも高い傾向がみら

れました。この結果は、「あーち」のような公共的な居場所が、孤立感の高い障害のある子どもを育て

る家庭にとって、他者との接点を持つ場となっている可能性を示唆しています。 

 

4. 地域社会全体からみた公共的学習施設 

灘図書館: 灘図書館では、利用経験と社会的信頼との間に比較的強い関連がみられました。図書館のよ

うに、利用者同士が必ずしも直接交流しなくても、多様な住民が同じ公共空間を共有することの社会的

な意味を考える手がかりとなる結果です。 

地域福祉センター: 全施設の中で利用者の「主観的孤立感」が最も低く、地縁的見守りの防波堤として

の役割が示唆されました。 

地域社会との関係: 「あーち」を利用した経験はないものの、その存在を認知している住民では、非認

知層に比べて共生に関する意識やボランティア参加に関する指標が高い傾向がみられました。この結果

は、公共的学習施設における活動が、利用者だけでなく、地域住民の認識や規範と関連する可能性を示

唆しています。 

 

 

【報告会のご案内】 

    日時: 2026 年 11 月 28 日（土）10時 30 分～12 時 

    会場: のびやかスペースあーち（灘区岸地通 1-1-1 灘区民ホール 3F） 

    対象: 神戸市行政関係者、報道関係者、地域福祉・教育関係者、一般市民 

  内容：調査結果概要のご報告、「あーち」20年の成果についてのご報告、懇談 

 

【本件・取材に関するお問い合わせ先】 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

担当：教授 津田 英二（ツダ エイジ） 

〒657-8501 神戸市灘区鶴甲 3-11 

TEL: 078-803-7828 

E-mail: zda@kobe-u.ac.jp 

施設公式 HP: https://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/arch-prep.html 

＊事前取材等ご希望の方は、メールにてお問い合わせください。 

https://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/arch-prep.html

